
蔵王堂の渡海：船額
美術工芸研究室

美術1て芸研究室がi' 17!H川のif（ �rrによって， llf{和45イ下j立に行なった古里T山の美術工芸品説n生

の収般の1つである（1 l絵）。

この起.�ff�はかつて他の絵馬と共に1：抵王立の外ドii （に伺げられていたものであろうが， 現ずE(t

内1ri11の向って左側の通路にたてかけられている。竪274cm，中央で288cm柿455cm，絵馬とし

ては最大級のものである。 府間の縁は烈漆塗に桜花文の金銅金具を打ち，回而は板十二枚を

たてにつなぎ， ｜与土の下j也をi'Fる。絵は船に荷をむiみ上げ，｜珠し，船上では主：を開き， 岸辺

では見物する人々を美しく摘し、ている。余向には金箔をはり， 下部中央より右側に奉納者約

15:fiの名前を，右上部には万治四年(1661）の奉納銘を記している。

いうまでもなく， これは院長iF-11\Jから'.t.I永年！日jにかけて行なわれた初期風俗回の系請に屈

するものであるが， 万治四年の年記を村つことは， J11kWIの年記 rn：永9年・llfj三）のあるii'i

水寺の末吉船，frl作所i図傾などと共に， 初JtJl�}l（谷間の編11三を行なう場介にmll!!：’な資料となる

もである。

政王1ltは古来，n慎里子，木i11川など持｛iJIJl'i；染者4の （3仰を広く焦めていた。 ここに記されている

奉納古・151"，は， いま来IH',存により，すべての名前をタ；nることがII＼米ないが， 小に「紀伊問屋小

七niりなどの名古iTも見え， 恐らく熊野の加船川医W：であり，その｜刈係の資料としてもj'i:lli:な

ものと思われる。

な；t.;, :1’：11説しれ｝られる氏名を記せば凡そ次の通りである。 向ってホより，明内九n11兵r!l.i'

ffffl屋弥兵Wi， 市口次HII兵Wi，紀伊国屋小七n11， 口小三郎口口，口〈抗力〉屋口口口1"1，口医科

お
（

＼ ir;z1 ii，比正当Wi"政il!nf，副；Hffi crm分〉

- 6ー

右側
＂

I，口口屋口口，一人お

いて原野普右口口， 以下五A',

は長IJ務のため，ほとんど判読

しがたし、。 このホ納者名はff

冗上， 比•I皮的よく充足る｜旬って

左， l!J)ち末尼より記したが，

奉納者デIJt-' ，の右端には｜泊文の

ような別の宇治行！？かれた瓜跡

が成っている。
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